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(57)【要約】
【課題】本発明は折り曲げ可能の電動歯ブラシを開示し
た。
【解決手段】本発明は折り曲げ可能の電動歯ブラシを公
示し、柄を含み、前記柄の中には折り曲げと補助機構が
設置され、前記折り曲げと補助機構は第一折り曲げ棒と
第二折り曲げ棒とを含み、折り曲げと補助機構により歯
ブラシは歯磨きをする時に、歯ブラシの角度を調整でき
、一般的な歯ブラシには届かないところを磨け、また、
歯ブラシは取り外し可能のため、保存と外出に便利であ
り、さらに、伝動機構によりモータからの動力を歯ブラ
シの毛に伝達し、ブラシ毛揺動機構により歯ブラシは歯
磨きする時に、異なる磨き方向に適応され、より良い磨
き効果を与え、最後に、洗浄機構により歯ブラシは洗浄
され、歯ブラシの衛生にも保証できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、柄を含み、前記柄の中には折り曲げと補助機構が設置され、前記折り曲げと補
助機構は第一折り曲げ棒と第二折り曲げ棒とを含み、前記第二折り曲げ棒には球面バック
ルが設置され、前記第二折り曲げ棒と、前記第一折り曲げ棒と、前記柄との中には伝動機
構が設置され、前記伝動機構は駆動モータと歯ブラシヘッドとを含み、前記歯ブラシヘッ
ドの中には伝動チャンバが設置され、前記伝動チャンバにはブラシ毛を回転連動させる第
一傘歯車と第二傘歯車とが設置され、前記歯ブラシヘッドの中にはブラシ毛揺動機構が設
置され、前記ブラシ毛揺動機構は固定盤を含み、前記固定盤の中にはブラシ毛を回転連動
させる伝動軸引掛り溝とブラシ毛を揺動させる引掛り溝とが設置され、前記伝動機構の上
側には洗浄機構が設置され、前記洗浄機構はポンプ伝動溝を含み、前記ポンプ伝動溝の頂
壁の中にはポンプが固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の上側端面には装着口が設置
され、前記装着口は洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り付けられることを特徴とする折
り曲げ可能の電動歯ブラシ。
【請求項２】
前記折り曲げと補助機構は充電溝を含み、前記充電溝は前記柄の右側端面に設置され、前
記柄の上側端面には上方に開口した電池チャンバが設置され、前記電池チャンバの中には
蓄電池が固定的に装着され、前記柄の左側端面には締付溝が設置され、前記第一折り曲げ
棒の右側端面にはバックルが設置され、前記バックルと前記蓄電池とは引っ掛かることが
でき、前記球面バックルは前記第二折り曲げ棒の左側端面に設置され、前記球面バックル
と前記第一折り曲げ棒とは回転可能に装着されることを特徴とする請求項１に記載の折り
曲げ可能の電動歯ブラシ。
【請求項３】
前記伝動機構は前記締付溝の中に設置されたスプラインスリーブを含み、前記駆動モータ
は前記締付溝の右側内壁の中に固定的に装着され、前記スプラインスリーブと前記駆動モ
ータの左側出力軸の端面とが固定的に連結され、前記第一折り曲げ棒の右側端面には右方
に開口した第一伝動溝が設けられ、前記第一折り曲げ棒の左側端面には左方に開口した第
二伝動溝が設置され、前記第二伝動溝の右側内壁と前記第一伝動溝の左側内壁との間には
第一伝動軸が回転可能に装着され、前記第一伝動軸の右側にはスプラインが設置され、前
記スプラインスリーブと前記第一伝動軸とはスプラインによって装着され、前記第一伝動
軸の左側端面には第一自在継手が固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の右側端面には
右方に開口した第三伝動溝が設置され、前記歯ブラシヘッドは前記第二折り曲げ棒の左側
端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバは前記歯ブラシヘッドの中に設置され、前記
伝動チャンバの左側には偏心輪チャンバが設置され、前記偏心輪チャンバの右側内壁と前
記第三伝動溝の左側内壁との間には第二伝動軸が回転可能に装着され、前記第二伝動軸の
右側端面には第二自在継手が固定的に装着され、前記第二自在継手と前記第一自在継手と
は回転可能に装着され、前記第二伝動軸には第一傘歯車が固定的に装着され、前記第二伝
動軸の左側端面には偏心輪が固定的に装着され、前記偏心輪チャンバの頂壁と前記歯ブラ
シヘッドの頂部端面との間にはブラシ毛伝動軸が回転可能に装着され、前記ブラシ毛伝動
軸の底部端面には第二傘歯車が固定的に装着され、前記第二傘歯車と前記第一傘歯車とは
噛み合っておることを特徴とする請求項１に記載の折り曲げ可能の電動歯ブラシ。
【請求項４】
前記ブラシ毛揺動機構は前記固定盤の頂部端面に固定的に装着されたブラシ毛を含み、前
記伝動軸引掛り溝は前記固定盤の底部端面に設置され、前記引掛り溝は前記伝動軸引掛り
溝の左右内壁に左右対称に設置され、前記ブラシ毛伝動軸と前記伝動軸引掛り溝とがスラ
イドできるように取り付けられ、前記ブラシ毛伝動軸の左右端面には引っ掛かりピンスラ
イド溝が左右対称に設置され、前記引っ掛かりピンスライド溝の中には引っ掛かりピンが
スライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンと前記引掛り溝とはスライド可能に装着さ
れ、前記引っ掛かりピンの片側内壁と前記引っ掛かりピンスライド溝の片側内壁との間に
は押しばねが固定的に装着されることを特徴とする請求項１に記載の折り曲げ可能の電動
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歯ブラシ。
【請求項５】
前記洗浄機構は前記第二伝動軸に固定的に装着された伝動平歯車を含み、前記ポンプ伝動
溝は前記第二折り曲げ棒の中に設置され、前記ポンプは前記ポンプ伝動溝の頂壁に固定的
に装着され、前記ポンプの中の出力軸には出力歯車が固定的に装着され、前記出力歯車と
前記伝動平歯車とは噛み合っており、前記装着口は前記第二折り曲げ棒の頂部端面に固定
的に装着され、前記装着口と前記ポンプの入水口との間には入水パイプが連通するように
設置され、前記入水パイプの中には前記入水パイプと連通した弁体チャンバが設置され、
前記弁体チャンバの中には弁体がスライド可能に装着され、前記弁体の左側端面と前記弁
体チャンバの右側内壁との間には弁体ばねが固定的に装着され、前記歯ブラシヘッドの中
には前記ポンプの排水口と連通した排水口パイプが設置され、前記歯ブラシヘッドの頂部
端面には上方に開口した斜板溝が設置され、前記斜板溝の底壁と前記排水パイプの左端と
の間には均一に配置された排水孔が連通するように設置され、前記固定盤の中の上下端面
には均一に配置された毛細孔が連通するように設置され、前記固定盤の底部端面には均一
に配置された洗浄斜板が固定的に設置され、それにより、消毒液と洗浄液との筐体を前記
装着口の中に取り付け、前記伝動平歯車は回転し前記パイプを連動させ、前記パイプによ
って消毒液と洗浄液とは前記排水パイプの中に吸い込まれることを特徴とする請求項１に
記載の折り曲げ可能の電動歯ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は日用品分野を取り上げ、具体的には折り曲げ可能の電動歯ブラシである。
【背景技術】
【０００２】
歯ブラシは日用品として、人々の生活に大きく影響を及ぼしている。既存する歯ブラシを
利用して歯磨きをする時に、常に歯ブラシの向きを調整しなければならない。しかし、そ
れでも歯のあらゆるところを磨ききれない。特に歯ブラシのヘッド部分は、固定的に設置
されたため、歯磨きの需要に適していない。また、人々が遠出や旅行する時に、携帯した
歯ブラシは比較的に大きなスペースが要り、黴菌も生えやすい。そのため、折り曲げ可能
の電動歯ブラシを設計する必要がある。歯磨きをする時に、歯ブラシの向きを調整でき、
一般的な歯ブラシの届かないところを磨け、人々の出かけに便利を与え、さらに自浄機能
もついている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０５３６１９６６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は折り曲げ可能の電動歯ブラシを提供し、既存技術にある上記の欠点を解消するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の折り曲げ可能の電動歯ブラシは、柄を含み、前記柄の中には折り曲げと補助機構
が設置され、前記折り曲げと補助機構は第一折り曲げ棒と第二折り曲げ棒とを含み、前記
第二折り曲げ棒には球面バックルが設置され、前記第二折り曲げ棒と、前記第一折り曲げ
棒と、前記柄との中には伝動機構が設置され、前記伝動機構は駆動モータと歯ブラシヘッ
ドとを含み、前記歯ブラシヘッドの中には伝動チャンバが設置され、前記伝動チャンバに
はブラシ毛を回転連動させる第一傘歯車と第二傘歯車とが設置され、前記歯ブラシヘッド
の中にはブラシ毛揺動機構が設置され、前記ブラシ毛揺動機構は固定盤を含み、前記固定
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盤の中にはブラシ毛を回転連動させる伝動軸引掛り溝とブラシ毛を揺動させる引掛り溝と
が設置され、前記伝動機構の上側には洗浄機構が設置され、前記洗浄機構はポンプ伝動溝
を含み、前記ポンプ伝動溝の頂壁の中にはポンプが固定的に装着され、前記第二折り曲げ
棒の上側端面には装着口が設置され、前記装着口は洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り
付けられる。
【０００６】
さらなる技術プランとして、前記折り曲げと補助機構は充電溝を含み、前記充電溝は前記
柄の右側端面に設置され、前記柄の上側端面には上方に開口した電池チャンバが設置され
、前記電池チャンバの中には蓄電池が固定的に装着され、前記柄の左側端面には締付溝が
設置され、前記第一折り曲げ棒の右側端面にはバックルが設置され、前記バックルと前記
蓄電池とは引っ掛かることができ、前記球面バックルは前記第二折り曲げ棒の左側端面に
設置され、前記球面バックルと前記第一折り曲げ棒とは回転可能に装着される。
【０００７】
さらなる技術プランとして、前記伝動機構は前記締付溝の中に設置されたスプラインスリ
ーブを含み、前記駆動モータは前記締付溝の右側内壁の中に固定的に装着され、前記スプ
ラインスリーブと前記駆動モータの左側出力軸の端面とが固定的に連結され、前記第一折
り曲げ棒の右側端面には右方に開口した第一伝動溝が設けられ、前記第一折り曲げ棒の左
側端面には左方に開口した第二伝動溝が設置され、前記第二伝動溝の右側内壁と前記第一
伝動溝の左側内壁との間には第一伝動軸が回転可能に装着され、前記第一伝動軸の右側に
はスプラインが設置され、前記スプラインスリーブと前記第一伝動軸とはスプラインによ
って装着され、前記第一伝動軸の左側端面には第一自在継手が固定的に装着され、前記第
二折り曲げ棒の右側端面には右方に開口した第三伝動溝が設置され、前記歯ブラシヘッド
は前記第二折り曲げ棒の左側端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバは前記歯ブラシ
ヘッドの中に設置され、前記伝動チャンバの左側には偏心輪チャンバが設置され、前記偏
心輪チャンバの右側内壁と前記第三伝動溝の左側内壁との間には第二伝動軸が回転可能に
装着され、前記第二伝動軸の右側端面には第二自在継手が固定的に装着され、前記第二自
在継手と前記第一自在継手とは回転可能に装着され、前記第二伝動軸には第一傘歯車が固
定的に装着され、前記第二伝動軸の左側端面には偏心輪が固定的に装着され、前記偏心輪
チャンバの頂壁と前記歯ブラシヘッドの頂部端面との間にはブラシ毛伝動軸が回転可能に
装着され、前記ブラシ毛伝動軸の底部端面には第二傘歯車が固定的に装着され、前記第二
傘歯車と前記第一傘歯車とは噛み合っておる。
【０００８】
さらなる技術プランとして、前記ブラシ毛揺動機構は前記固定盤の頂部端面に固定的に装
着されたブラシ毛を含み、前記伝動軸引掛り溝は前記固定盤の底部端面に設置され、前記
引掛り溝は前記伝動軸引掛り溝の左右内壁に左右対称に設置され、前記ブラシ毛伝動軸と
前記伝動軸引掛り溝とがスライドできるように取り付けられ、前記ブラシ毛伝動軸の左右
端面には引っ掛かりピンスライド溝が左右対称に設置され、前記引っ掛かりピンスライド
溝の中には引っ掛かりピンがスライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンと前記引掛り
溝とはスライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンの片側内壁と前記引っ掛かりピンス
ライド溝の片側内壁との間には押しばねが固定的に装着される。
【０００９】
さらなる技術プランとして、前記洗浄機構は前記第二伝動軸に固定的に装着された伝動平
歯車を含み、前記ポンプ伝動溝は前記第二折り曲げ棒の中に設置され、前記ポンプは前記
ポンプ伝動溝の頂壁に固定的に装着され、前記ポンプの中の出力軸には出力歯車が固定的
に装着され、前記出力歯車と前記伝動平歯車とは噛み合っており、前記装着口は前記第二
折り曲げ棒の頂部端面に固定的に装着され、前記装着口と前記ポンプの入水口との間には
入水パイプが連通するように設置され、前記入水パイプの中には前記入水パイプと連通し
た弁体チャンバが設置され、前記弁体チャンバの中には弁体がスライド可能に装着され、
前記弁体の左側端面と前記弁体チャンバの右側内壁との間には弁体ばねが固定的に装着さ
れ、前記歯ブラシヘッドの中には前記ポンプの排水口と連通した排水口パイプが設置され
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、前記歯ブラシヘッドの頂部端面には上方に開口した斜板溝が設置され、前記斜板溝の底
壁と前記排水パイプの左端との間には均一に配置された排水孔が連通するように設置され
、前記固定盤の中の上下端面には均一に配置された毛細孔が連通するように設置され、前
記固定盤の底部端面には均一に配置された洗浄斜板が固定的に設置される。
【発明の効果】
【００１０】
本発明の有益な効果は：本発明はシンプルな構成と簡単な操作方法を有し、折り曲げと補
助機構により歯ブラシは歯磨きをする時に、歯ブラシの角度を調整でき、一般的な歯ブラ
シには届かないところを磨け、また、歯ブラシは取り外し可能のため、保存と外出に便利
であり、さらに、伝動機構によりモータからの動力を歯ブラシの毛に伝達し、ブラシ毛揺
動機構により歯ブラシは歯磨きする時に、異なる磨き方向に適応され、より良い磨き効果
を与え、最後に、洗浄機構により歯ブラシは洗浄され、歯ブラシの衛生にも保証でき、普
及に値する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
下記に図１～３をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記の
方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左右
前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１２】
【図１】図１は本発明の全体構成略図
【図２】図２は図１におけるＡのところの拡大構成略図
【図３】図３は図１におけるＢ―Ｂ方向からの断面構成略図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
図１～３を参照し、本発明の折り曲げ可能の電動歯ブラシは、柄２５を含み、前記柄２５
の中には折り曲げと補助機構３００が設置され、前記折り曲げと補助機構３００は第一折
り曲げ棒１６と第二折り曲げ棒１０７とを含み、前記第二折り曲げ棒１０７には球面バッ
クル１３が設置され、前記第二折り曲げ棒１０７と、前記第一折り曲げ棒１６と、前記柄
２５との中には伝動機構３０１が設置され、前記伝動機構３０１は駆動モータ２１と歯ブ
ラシヘッド１００とを含み、前記歯ブラシヘッド１００の中には伝動チャンバ１０３が設
置され、前記伝動チャンバ１０３にはブラシ毛を回転連動させる第一傘歯車１０５と第二
傘歯車１０４とが設置され、前記歯ブラシヘッド１００の中にはブラシ毛揺動機構３０２
が設置され、前記ブラシ毛揺動機構３０２は固定盤３９を含み、前記固定盤３９の中には
ブラシ毛を回転連動させる伝動軸引掛り溝４１とブラシ毛を揺動させる引掛り溝４２とが
設置され、前記伝動機構３０１の上側には洗浄機構３０３が設置され、前記洗浄機構３０
３はポンプ伝動溝１０８を含み、前記ポンプ伝動溝１０８の頂壁の中にはポンプ３１が固
定的に装着され、前記第二折り曲げ棒１０７の上側端面には装着口２６が設置され、前記
装着口２６は洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り付けられる。
【００１４】
好ましくは、前記折り曲げと補助機構３００は充電溝２４を含み、前記充電溝２４は前記
柄２５の右側端面に設置され、前記柄２５の上側端面には上方に開口した電池チャンバ２
２が設置され、前記電池チャンバ２２の中には蓄電池２３が固定的に装着され、前記柄２
５の左側端面には締付溝２０が設置され、前記第一折り曲げ棒１６の右側端面にはバック
ル５０が設置され、前記バックル５０と前記蓄電池２３とは引っ掛かることができ、前記
球面バックル１３は前記第二折り曲げ棒１０７の左側端面に設置され、前記球面バックル
１３と前記第一折り曲げ棒１６とは回転可能に装着され、以上により、前記第一折り曲げ
棒１６と前記柄２５とを位置合わせした後に締め付け、前記球面バックル１３と前記第一
折り曲げ棒１６とを締め付ける。
【００１５】
好ましくは、前記伝動機構３０１は前記締付溝２０の中に設置されたスプラインスリーブ
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１９を含み、前記駆動モータ２１は前記締付溝２０の右側内壁の中に固定的に装着され、
前記スプラインスリーブ１９と前記駆動モータ２１の左側出力軸の端面とが固定的に連結
され、前記第一折り曲げ棒１６の右側端面には右方に開口した第一伝動溝１８が設けられ
、前記第一折り曲げ棒１６の左側端面には左方に開口した第二伝動溝１４が設置され、前
記第二伝動溝１４の右側内壁と前記第一伝動溝１８の左側内壁との間には第一伝動軸１７
が回転可能に装着され、前記第一伝動軸１７の右側にはスプラインが設置され、前記スプ
ラインスリーブ１９と前記第一伝動軸１７とはスプラインによって装着され、前記第一伝
動軸１７の左側端面には第一自在継手１５が固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒１０
７の右側端面には右方に開口した第三伝動溝１１が設置され、前記歯ブラシヘッド１００
は前記第二折り曲げ棒１０７の左側端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバ１０３は
前記歯ブラシヘッド１００の中に設置され、前記伝動チャンバ１０３の左側には偏心輪チ
ャンバ１０１が設置され、前記偏心輪チャンバ１０１の右側内壁と前記第三伝動溝１１の
左側内壁との間には第二伝動軸１０６が回転可能に装着され、前記第二伝動軸１０６の右
側端面には第二自在継手１２が固定的に装着され、前記第二自在継手１２と前記第一自在
継手１５とは回転可能に装着され、前記第二伝動軸１０６には第一傘歯車１０５が固定的
に装着され、前記第二伝動軸１０６の左側端面には偏心輪１０２が固定的に装着され、前
記偏心輪チャンバ１０１の頂壁と前記歯ブラシヘッド１００の頂部端面との間にはブラシ
毛伝動軸４０が回転可能に装着され、前記ブラシ毛伝動軸４０の底部端面には第二傘歯車
１０４が固定的に装着され、前記第二傘歯車１０４と前記第一傘歯車１０５とは噛み合っ
ており、それにより、前記駆動モータ２１は作動可能となり、前記駆動モータ２１の回転
は前記第一傘歯車１０５と前記偏心輪１０２との回転を連動させ、前記第一傘歯車１０５
の回転は前記第二傘歯車１０４の回転を連動させ、前記第二傘歯車１０４に回転させ、動
力をモータからブラシ毛に伝達する。
【００１６】
好ましくは、前記ブラシ毛揺動機構３０２は前記固定盤３９の頂部端面に固定的に装着さ
れたブラシ毛３８を含み、前記伝動軸引掛り溝４１は前記固定盤３９の底部端面に設置さ
れ、前記引掛り溝４２は前記伝動軸引掛り溝４１の左右内壁に左右対称に設置され、前記
ブラシ毛伝動軸４０と前記伝動軸引掛り溝４１とがスライドできるように取り付けられ、
前記ブラシ毛伝動軸４０の左右端面には引っ掛かりピンスライド溝４４が左右対称に設置
され、前記引っ掛かりピンスライド溝４４の中には引っ掛かりピン４３がスライド可能に
装着され、前記引っ掛かりピン４３と前記引掛り溝４２とはスライド可能に装着され、前
記引っ掛かりピン４３の片側内壁と前記引っ掛かりピンスライド溝４４の片側内壁との間
には押しばね４５が固定的に装着され、それにより、前記ブラシ毛伝動軸４０を前記伝動
軸引掛り溝４１の中に挿した後、前記ブラシ毛伝動軸４０の回転によって前記固定盤３９
と前記ブラシ毛３８とを回転連動させ、前記ブラシ毛３８は回転すると同時に、自動的に
ブラシ毛の歯磨き向きを調整できる。　
【００１７】
好ましくは、前記洗浄機構３０３は前記第二伝動軸１０６に固定的に装着された伝動平歯
車１０９を含み、前記ポンプ伝動溝１０８は前記第二折り曲げ棒１０７の中に設置され、
前記ポンプ３１は前記ポンプ伝動溝１０８の頂壁に固定的に装着され、前記ポンプ３１の
中の出力軸には出力歯車３２が固定的に装着され、前記出力歯車３２と前記伝動平歯車１
０９とは噛み合っており、前記装着口２６は前記第二折り曲げ棒１０７の頂部端面に固定
的に装着され、前記装着口２６と前記ポンプ３１の入水口との間には入水パイプ２７が連
通するように設置され、前記入水パイプ２７の中には前記入水パイプ２７と連通した弁体
チャンバ２８が設置され、前記弁体チャンバ２８の中には弁体２９がスライド可能に装着
され、前記弁体２９の左側端面と前記弁体チャンバ２８の右側内壁との間には弁体ばね３
０が固定的に装着され、前記歯ブラシヘッド１００の中には前記ポンプ３１の排水口と連
通した排水口パイプ３３が設置され、前記歯ブラシヘッド１００の頂部端面には上方に開
口した斜板溝３５が設置され、前記斜板溝３５の底壁と前記排水パイプ３３の左端との間
には均一に配置された排水孔３４が連通するように設置され、前記固定盤３９の中の上下
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端面には均一に配置された毛細孔３７が連通するように設置され、前記固定盤３９の底部
端面には均一に配置された洗浄斜板３６が固定的に設置され、それにより、消毒液と洗浄
液との筐体を前記装着口２６の中に取り付け、前記伝動平歯車１０９は回転し前記パイプ
３１を連動させ、前記パイプ３１によって消毒液と洗浄液とは前記排水パイプ３３の中に
吸い込まれ、前記排水パイプ３３の中の消毒液と洗浄液とは前記毛細孔３７の中に入り、
歯ブラシヘッド１００に消毒処置と洗浄処置とを行う。
【００１８】
使用時には：外出する時に、第一折り曲げ棒１６と柄２５とを取り外し別々に保存し、使
用時に、第一折り曲げ棒１６を締付溝２０に合わせて締め付け、第二折り曲げ棒１０７と
第一折り曲げ棒１６とを回し角度調整を行い、駆動モータ２１を起動し、駆動モータ２１
の回転は第一傘歯車１０５と偏心輪１０２との回転を連動させ、偏心輪１０２の回転は歯
ブラシヘッド１００を振動させ、第一傘歯車１０５の回転は第二傘歯車１０４の回転を連
動させ、第二傘歯車１０４の回転は固定盤３９の回転を連動させ、歯磨きをする時に、歯
ブラシは自動的ブラシ毛の磨き方向を調整でき、ポンプ３１は装着口２６の中の消毒液と
洗浄液とを固定盤３９の中に入らせ、消毒処置と洗浄処置とを行う。
【００１９】
本発明の有益な効果は：本発明はシンプルな構成と簡単な操作方法を有し、折り曲げと補
助機構により歯ブラシは歯磨きをする時に、歯ブラシの角度を調整でき、一般的な歯ブラ
シには届かないところを磨け、また、歯ブラシは取り外し可能のため、保存と外出に便利
であり、さらに、伝動機構によりモータからの動力を歯ブラシの毛に伝達し、ブラシ毛揺
動機構により歯ブラシは歯磨きする時に、異なる磨き方向に適応され、より良い磨き効果
を与え、最後に、洗浄機構により歯ブラシは洗浄され、歯ブラシの衛生にも保証でき、普
及に値する。
【００２０】
本分野の技術者が明確できるのは、本発明の総体精神や発想から離脱しない場合で、以上
の実施例に各種な変形ができ、それらの変形がすべて本発明の保護範囲にある。本発明の
保護方案は本発明の権利要求書を標準とすべきである。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、柄を含み、前記柄の中には折り曲げ機構が設置され、前記折り曲げ機構は第一
折り曲げ棒と第二折り曲げ棒とを含み、前記第二折り曲げ棒には球面バックルが設置され
、前記第二折り曲げ棒と、前記第一折り曲げ棒と、前記柄との中には伝動機構が設置され
、前記伝動機構は駆動モータと歯ブラシヘッドとを含み、前記歯ブラシヘッドの中には伝
動チャンバが設置され、前記伝動チャンバにはブラシ毛を回転連動させる第一傘歯車と第
二傘歯車とが設置され、前記歯ブラシヘッドの中にはブラシ毛揺動機構が設置され、前記
ブラシ毛揺動機構は固定盤を含み、前記固定盤の中にはブラシ毛を回転連動させる伝動軸
引掛り溝とブラシ毛を揺動させる引掛り溝とが設置され、前記伝動機構の上側には洗浄機
構が設置され、前記洗浄機構はポンプ伝動溝を含み、前記ポンプ伝動溝の頂壁の中にはポ
ンプが固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の上側端面には装着口が設置され、前記装
着口は洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り付けられることを特徴とする折り曲げ可能の
電動歯ブラシ。 
【請求項２】
前記折り曲げ機構は充電溝を含み、前記充電溝は前記柄の右側端面に設置され、前記柄の
上側端面には上方に開口した電池チャンバが設置され、前記電池チャンバの中には蓄電池
が固定的に装着され、前記柄の左側端面には締付溝が設置され、前記第一折り曲げ棒の右
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側端面にはバックルが設置され、前記バックルと前記蓄電池とは引っ掛かることができ、
前記球面バックルは前記第二折り曲げ棒の左側端面に設置され、前記球面バックルと前記
第一折り曲げ棒とは回転可能に装着されることを特徴とする請求項１に記載の折り曲げ可
能の電動歯ブラシ。 
【請求項３】
前記伝動機構は前記締付溝の中に設置されたスプラインスリーブを含み、前記駆動モータ
は前記締付溝の右側内壁の中に固定的に装着され、前記スプラインスリーブと前記駆動モ
ータの左側出力軸の端面とが固定的に連結され、前記第一折り曲げ棒の右側端面には右方
に開口した第一伝動溝が設けられ、前記第一折り曲げ棒の左側端面には左方に開口した第
二伝動溝が設置され、前記第二伝動溝の右側内壁と前記第一伝動溝の左側内壁との間には
第一伝動軸が回転可能に装着され、前記第一伝動軸の右側にはスプラインが設置され、前
記スプラインスリーブと前記第一伝動軸とはスプラインによって装着され、前記第一伝動
軸の左側端面には第一自在継手が固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の右側端面には
右方に開口した第三伝動溝が設置され、前記歯ブラシヘッドは前記第二折り曲げ棒の左側
端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバは前記歯ブラシヘッドの中に設置され、前記
伝動チャンバの左側には偏心輪チャンバが設置され、前記偏心輪チャンバの右側内壁と前
記第三伝動溝の左側内壁との間には第二伝動軸が回転可能に装着され、前記第二伝動軸の
右側端面には第二自在継手が固定的に装着され、前記第二自在継手と前記第一自在継手と
は回転可能に装着され、前記第二伝動軸には第一傘歯車が固定的に装着され、前記第二伝
動軸の左側端面には偏心輪が固定的に装着され、前記偏心輪チャンバの頂壁と前記歯ブラ
シヘッドの頂部端面との間にはブラシ毛伝動軸が回転可能に装着され、前記ブラシ毛伝動
軸の底部端面には第二傘歯車が固定的に装着され、前記第二傘歯車と前記第一傘歯車とは
噛み合っており、前記駆動モータの回転は前記第一傘歯車と前記偏心輪との回転を連動さ
せ、前記第一傘歯車の回転は前記第二傘歯車の回転を連動させ、前記第二傘歯車に回転さ
せ、動力をモータからブラシ毛に伝達することを特徴とする請求項１に記載の折り曲げ可
能の電動歯ブラシ。 
【請求項４】
前記ブラシ毛揺動機構は前記固定盤の頂部端面に固定的に装着されたブラシ毛を含み、前
記伝動軸引掛り溝は前記固定盤の底部端面に設置され、前記引掛り溝は前記伝動軸引掛り
溝の左右内壁に左右対称に設置され、前記ブラシ毛伝動軸と前記伝動軸引掛り溝とがスラ
イドできるように取り付けられ、前記ブラシ毛伝動軸の左右端面には引っ掛かりピンスラ
イド溝が左右対称に設置され、前記引っ掛かりピンスライド溝の中には引っ掛かりピンが
スライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンと前記引掛り溝とはスライド可能に装着さ
れ、前記引っ掛かりピンの片側内壁と前記引っ掛かりピンスライド溝の片側内壁との間に
は押しばねが固定的に装着され、前記ブラシ毛伝動軸を前記伝動軸引掛り溝の中に挿した
後、前記ブラシ毛伝動軸の回転によって前記固定盤と前記ブラシ毛とを回転連動させ、前
記ブラシ毛は回転すると同時に、自動的にブラシ毛の歯磨き向きを調整できることを特徴
とする請求項１に記載の折り曲げ可能の電動歯ブラシ。 
【請求項５】
前記洗浄機構は前記第二伝動軸に固定的に装着された伝動平歯車を含み、前記ポンプ伝動
溝は前記第二折り曲げ棒の中に設置され、前記ポンプは前記ポンプ伝動溝の頂壁に固定的
に装着され、前記ポンプの中の出力軸には出力歯車が固定的に装着され、前記出力歯車と
前記伝動平歯車とは噛み合っており、前記装着口は前記第二折り曲げ棒の頂部端面に固定
的に装着され、前記装着口と前記ポンプの入水口との間には入水パイプが連通するように
設置され、前記入水パイプの中には前記入水パイプと連通した弁体チャンバが設置され、
前記弁体チャンバの中には弁体がスライド可能に装着され、前記弁体の左側端面と前記弁
体チャンバの右側内壁との間には弁体ばねが固定的に装着され、前記歯ブラシヘッドの中
には前記ポンプの排水口と連通した排水口パイプが設置され、前記歯ブラシヘッドの頂部
端面には上方に開口した斜板溝が設置され、前記斜板溝の底壁と前記排水パイプの左端と
の間には均一に配置された排水孔が連通するように設置され、前記固定盤の中の上下端面
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には均一に配置された毛細孔が連通するように設置され、前記固定盤の底部端面には均一
に配置された洗浄斜板が固定的に設置され、それにより、消毒液と洗浄液との筐体を前記
装着口の中に取り付け、前記伝動平歯車は回転し前記パイプを連動させ、前記パイプによ
って消毒液と洗浄液とは前記排水パイプの中に吸い込まれ、前記排水パイプの中の消毒液
と洗浄液とは前記毛細孔の中に入り、歯ブラシヘッドに消毒処置と洗浄処置とを行うこと
を特徴とする請求項１に記載の折り曲げ可能の電動歯ブラシ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は日用品分野を取り上げ、具体的には折り曲げ可能の電動歯ブラシである。 
【背景技術】
【０００２】
歯ブラシは日用品として、人々の生活に大きく影響を及ぼしている。既存する歯ブラシを
利用して歯磨きをする時に、常に歯ブラシの向きを調整しなければならない。しかし、そ
れでも歯のあらゆるところを磨ききれない。特に歯ブラシのヘッド部分は、固定的に設置
されたため、歯磨きの需要に適していない。また、人々が遠出や旅行する時に、携帯した
歯ブラシは比較的に大きなスペースが要り、黴菌も生えやすい。そのため、折り曲げ可能
の電動歯ブラシを設計する必要がある。歯磨きをする時に、歯ブラシの向きを調整でき、
一般的な歯ブラシの届かないところを磨け、人々の出かけに便利を与え、さらに自浄機能
もついている。 
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０５３６１９６６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は折り曲げ可能の電動歯ブラシを提供し、既存技術にある上記の欠点を解消するこ
とを目的とする。 
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の折り曲げ可能の電動歯ブラシは、柄を含み、前記柄の中には折り曲げ機構が設置
され、前記折り曲げ機構は第一折り曲げ棒と第二折り曲げ棒とを含み、前記第二折り曲げ
棒には球面バックルが設置され、前記第二折り曲げ棒と、前記第一折り曲げ棒と、前記柄
との中には伝動機構が設置され、前記伝動機構は駆動モータと歯ブラシヘッドとを含み、
前記歯ブラシヘッドの中には伝動チャンバが設置され、前記伝動チャンバにはブラシ毛を
回転連動させる第一傘歯車と第二傘歯車とが設置され、前記歯ブラシヘッドの中にはブラ
シ毛揺動機構が設置され、前記ブラシ毛揺動機構は固定盤を含み、前記固定盤の中にはブ
ラシ毛を回転連動させる伝動軸引掛り溝とブラシ毛を揺動させる引掛り溝とが設置され、
前記伝動機構の上側には洗浄機構が設置され、前記洗浄機構はポンプ伝動溝を含み、前記
ポンプ伝動溝の頂壁の中にはポンプが固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の上側端面
には装着口が設置され、前記装着口は洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り付けられる。
 
【０００６】
さらなる技術プランとして、前記折り曲げ機構は充電溝を含み、前記充電溝は前記柄の右
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側端面に設置され、前記柄の上側端面には上方に開口した電池チャンバが設置され、前記
電池チャンバの中には蓄電池が固定的に装着され、前記柄の左側端面には締付溝が設置さ
れ、前記第一折り曲げ棒の右側端面にはバックルが設置され、前記バックルと前記蓄電池
とは引っ掛かることができ、前記球面バックルは前記第二折り曲げ棒の左側端面に設置さ
れ、前記球面バックルと前記第一折り曲げ棒とは回転可能に装着される。 
【０００７】
さらなる技術プランとして、前記伝動機構は前記締付溝の中に設置されたスプラインスリ
ーブを含み、前記駆動モータは前記締付溝の右側内壁の中に固定的に装着され、前記スプ
ラインスリーブと前記駆動モータの左側出力軸の端面とが固定的に連結され、前記第一折
り曲げ棒の右側端面には右方に開口した第一伝動溝が設けられ、前記第一折り曲げ棒の左
側端面には左方に開口した第二伝動溝が設置され、前記第二伝動溝の右側内壁と前記第一
伝動溝の左側内壁との間には第一伝動軸が回転可能に装着され、前記第一伝動軸の右側に
はスプラインが設置され、前記スプラインスリーブと前記第一伝動軸とはスプラインによ
って装着され、前記第一伝動軸の左側端面には第一自在継手が固定的に装着され、前記第
二折り曲げ棒の右側端面には右方に開口した第三伝動溝が設置され、前記歯ブラシヘッド
は前記第二折り曲げ棒の左側端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバは前記歯ブラシ
ヘッドの中に設置され、前記伝動チャンバの左側には偏心輪チャンバが設置され、前記偏
心輪チャンバの右側内壁と前記第三伝動溝の左側内壁との間には第二伝動軸が回転可能に
装着され、前記第二伝動軸の右側端面には第二自在継手が固定的に装着され、前記第二自
在継手と前記第一自在継手とは回転可能に装着され、前記第二伝動軸には第一傘歯車が固
定的に装着され、前記第二伝動軸の左側端面には偏心輪が固定的に装着され、前記偏心輪
チャンバの頂壁と前記歯ブラシヘッドの頂部端面との間にはブラシ毛伝動軸が回転可能に
装着され、前記ブラシ毛伝動軸の底部端面には第二傘歯車が固定的に装着され、前記第二
傘歯車と前記第一傘歯車とは噛み合っておる。 
【０００８】
さらなる技術プランとして、前記ブラシ毛揺動機構は前記固定盤の頂部端面に固定的に装
着されたブラシ毛を含み、前記伝動軸引掛り溝は前記固定盤の底部端面に設置され、前記
引掛り溝は前記伝動軸引掛り溝の左右内壁に左右対称に設置され、前記ブラシ毛伝動軸と
前記伝動軸引掛り溝とがスライドできるように取り付けられ、前記ブラシ毛伝動軸の左右
端面には引っ掛かりピンスライド溝が左右対称に設置され、前記引っ掛かりピンスライド
溝の中には引っ掛かりピンがスライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンと前記引掛り
溝とはスライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンの片側内壁と前記引っ掛かりピンス
ライド溝の片側内壁との間には押しばねが固定的に装着される。 
【０００９】
さらなる技術プランとして、前記洗浄機構は前記第二伝動軸に固定的に装着された伝動平
歯車を含み、前記ポンプ伝動溝は前記第二折り曲げ棒の中に設置され、前記ポンプは前記
ポンプ伝動溝の頂壁に固定的に装着され、前記ポンプの中の出力軸には出力歯車が固定的
に装着され、前記出力歯車と前記伝動平歯車とは噛み合っており、前記装着口は前記第二
折り曲げ棒の頂部端面に固定的に装着され、前記装着口と前記ポンプの入水口との間には
入水パイプが連通するように設置され、前記入水パイプの中には前記入水パイプと連通し
た弁体チャンバが設置され、前記弁体チャンバの中には弁体がスライド可能に装着され、
前記弁体の左側端面と前記弁体チャンバの右側内壁との間には弁体ばねが固定的に装着さ
れ、前記歯ブラシヘッドの中には前記ポンプの排水口と連通した排水口パイプが設置され
、前記歯ブラシヘッドの頂部端面には上方に開口した斜板溝が設置され、前記斜板溝の底
壁と前記排水パイプの左端との間には均一に配置された排水孔が連通するように設置され
、前記固定盤の中の上下端面には均一に配置された毛細孔が連通するように設置され、前
記固定盤の底部端面には均一に配置された洗浄斜板が固定的に設置される。 
【発明の効果】
【００１０】
本発明の有益な効果は：本発明はシンプルな構成と簡単な操作方法を有し、折り曲げ機構
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により歯ブラシは歯磨きをする時に、歯ブラシの角度を調整でき、一般的な歯ブラシには
届かないところを磨け、また、歯ブラシは取り外し可能のため、保存と外出に便利であり
、さらに、伝動機構によりモータからの動力を歯ブラシの毛に伝達し、ブラシ毛揺動機構
により歯ブラシは歯磨きする時に、異なる磨き方向に適応され、より良い磨き効果を与え
、最後に、洗浄機構により歯ブラシは洗浄され、歯ブラシの衛生にも保証でき、普及に値
する。 
【図面の簡単な説明】
【００１１】
下記に図１～３をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記の
方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左右
前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。 
【００１２】
【図１】図１は本発明の全体構成略図
【図２】図２は図１におけるＡのところの拡大構成略図
【図３】図３は図１におけるＢ―Ｂ方向からの断面構成略図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
図１～３を参照し、本発明の折り曲げ可能の電動歯ブラシは、柄２５を含み、前記柄２５
の中には折り曲げ機構３００が設置され、前記折り曲げ機構３００は第一折り曲げ棒１６
と第二折り曲げ棒１０７とを含み、前記第二折り曲げ棒１０７には球面バックル１３が設
置され、前記第二折り曲げ棒１０７と、前記第一折り曲げ棒１６と、前記柄２５との中に
は伝動機構３０１が設置され、前記伝動機構３０１は駆動モータ２１と歯ブラシヘッド１
００とを含み、前記歯ブラシヘッド１００の中には伝動チャンバ１０３が設置され、前記
伝動チャンバ１０３にはブラシ毛を回転連動させる第一傘歯車１０５と第二傘歯車１０４
とが設置され、前記歯ブラシヘッド１００の中にはブラシ毛揺動機構３０２が設置され、
前記ブラシ毛揺動機構３０２は固定盤３９を含み、前記固定盤３９の中にはブラシ毛を回
転連動させる伝動軸引掛り溝４１とブラシ毛を揺動させる引掛り溝４２とが設置され、前
記伝動機構３０１の上側には洗浄機構３０３が設置され、前記洗浄機構３０３はポンプ伝
動溝１０８を含み、前記ポンプ伝動溝１０８の頂壁の中にはポンプ３１が固定的に装着さ
れ、前記第二折り曲げ棒１０７の上側端面には装着口２６が設置され、前記装着口２６は
洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り付けられる。 
【００１４】
好ましくは、前記折り曲げ機構３００は充電溝２４を含み、前記充電溝２４は前記柄２５
の右側端面に設置され、前記柄２５の上側端面には上方に開口した電池チャンバ２２が設
置され、前記電池チャンバ２２の中には蓄電池２３が固定的に装着され、前記柄２５の左
側端面には締付溝２０が設置され、前記第一折り曲げ棒１６の右側端面にはバックル５０
が設置され、前記バックル５０と前記蓄電池２３とは引っ掛かることができ、前記球面バ
ックル１３は前記第二折り曲げ棒１０７の左側端面に設置され、前記球面バックル１３と
前記第一折り曲げ棒１６とは回転可能に装着され、以上により、前記第一折り曲げ棒１６
と前記柄２５とを位置合わせした後に締め付け、前記球面バックル１３と前記第一折り曲
げ棒１６とを締め付ける。 
【００１５】
好ましくは、前記伝動機構３０１は前記締付溝２０の中に設置されたスプラインスリーブ
１９を含み、前記駆動モータ２１は前記締付溝２０の右側内壁の中に固定的に装着され、
前記スプラインスリーブ１９と前記駆動モータ２１の左側出力軸の端面とが固定的に連結
され、前記第一折り曲げ棒１６の右側端面には右方に開口した第一伝動溝１８が設けられ
、前記第一折り曲げ棒１６の左側端面には左方に開口した第二伝動溝１４が設置され、前
記第二伝動溝１４の右側内壁と前記第一伝動溝１８の左側内壁との間には第一伝動軸１７
が回転可能に装着され、前記第一伝動軸１７の右側にはスプラインが設置され、前記スプ
ラインスリーブ１９と前記第一伝動軸１７とはスプラインによって装着され、前記第一伝
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動軸１７の左側端面には第一自在継手１５が固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒１０
７の右側端面には右方に開口した第三伝動溝１１が設置され、前記歯ブラシヘッド１００
は前記第二折り曲げ棒１０７の左側端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバ１０３は
前記歯ブラシヘッド１００の中に設置され、前記伝動チャンバ１０３の左側には偏心輪チ
ャンバ１０１が設置され、前記偏心輪チャンバ１０１の右側内壁と前記第三伝動溝１１の
左側内壁との間には第二伝動軸１０６が回転可能に装着され、前記第二伝動軸１０６の右
側端面には第二自在継手１２が固定的に装着され、前記第二自在継手１２と前記第一自在
継手１５とは回転可能に装着され、前記第二伝動軸１０６には第一傘歯車１０５が固定的
に装着され、前記第二伝動軸１０６の左側端面には偏心輪１０２が固定的に装着され、前
記偏心輪チャンバ１０１の頂壁と前記歯ブラシヘッド１００の頂部端面との間にはブラシ
毛伝動軸４０が回転可能に装着され、前記ブラシ毛伝動軸４０の底部端面には第二傘歯車
１０４が固定的に装着され、前記第二傘歯車１０４と前記第一傘歯車１０５とは噛み合っ
ており、それにより、前記駆動モータ２１は作動可能となり、前記駆動モータ２１の回転
は前記第一傘歯車１０５と前記偏心輪１０２との回転を連動させ、前記第一傘歯車１０５
の回転は前記第二傘歯車１０４の回転を連動させ、前記第二傘歯車１０４に回転させ、動
力をモータからブラシ毛に伝達する。 
【００１６】
好ましくは、前記ブラシ毛揺動機構３０２は前記固定盤３９の頂部端面に固定的に装着さ
れたブラシ毛３８を含み、前記伝動軸引掛り溝４１は前記固定盤３９の底部端面に設置さ
れ、前記引掛り溝４２は前記伝動軸引掛り溝４１の左右内壁に左右対称に設置され、前記
ブラシ毛伝動軸４０と前記伝動軸引掛り溝４１とがスライドできるように取り付けられ、
前記ブラシ毛伝動軸４０の左右端面には引っ掛かりピンスライド溝４４が左右対称に設置
され、前記引っ掛かりピンスライド溝４４の中には引っ掛かりピン４３がスライド可能に
装着され、前記引っ掛かりピン４３と前記引掛り溝４２とはスライド可能に装着され、前
記引っ掛かりピン４３の片側内壁と前記引っ掛かりピンスライド溝４４の片側内壁との間
には押しばね４５が固定的に装着され、それにより、前記ブラシ毛伝動軸４０を前記伝動
軸引掛り溝４１の中に挿した後、前記ブラシ毛伝動軸４０の回転によって前記固定盤３９
と前記ブラシ毛３８とを回転連動させ、前記ブラシ毛３８は回転すると同時に、自動的に
ブラシ毛の歯磨き向きを調整できる。 
【００１７】
好ましくは、前記洗浄機構３０３は前記第二伝動軸１０６に固定的に装着された伝動平歯
車１０９を含み、前記ポンプ伝動溝１０８は前記第二折り曲げ棒１０７の中に設置され、
前記ポンプ３１は前記ポンプ伝動溝１０８の頂壁に固定的に装着され、前記ポンプ３１の
中の出力軸には出力歯車３２が固定的に装着され、前記出力歯車３２と前記伝動平歯車１
０９とは噛み合っており、前記装着口２６は前記第二折り曲げ棒１０７の頂部端面に固定
的に装着され、前記装着口２６と前記ポンプ３１の入水口との間には入水パイプ２７が連
通するように設置され、前記入水パイプ２７の中には前記入水パイプ２７と連通した弁体
チャンバ２８が設置され、前記弁体チャンバ２８の中には弁体２９がスライド可能に装着
され、前記弁体２９の左側端面と前記弁体チャンバ２８の右側内壁との間には弁体ばね３
０が固定的に装着され、前記歯ブラシヘッド１００の中には前記ポンプ３１の排水口と連
通した排水口パイプ３３が設置され、前記歯ブラシヘッド１００の頂部端面には上方に開
口した斜板溝３５が設置され、前記斜板溝３５の底壁と前記排水パイプ３３の左端との間
には均一に配置された排水孔３４が連通するように設置され、前記固定盤３９の中の上下
端面には均一に配置された毛細孔３７が連通するように設置され、前記固定盤３９の底部
端面には均一に配置された洗浄斜板３６が固定的に設置され、それにより、消毒液と洗浄
液との筐体を前記装着口２６の中に取り付け、前記伝動平歯車１０９は回転し前記パイプ
３１を連動させ、前記パイプ３１によって消毒液と洗浄液とは前記排水パイプ３３の中に
吸い込まれ、前記排水パイプ３３の中の消毒液と洗浄液とは前記毛細孔３７の中に入り、
歯ブラシヘッド１００に消毒処置と洗浄処置とを行う。 
【００１８】
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使用時には：外出する時に、第一折り曲げ棒１６と柄２５とを取り外し別々に保存し、使
用時に、第一折り曲げ棒１６を締付溝２０に合わせて締め付け、第二折り曲げ棒１０７と
第一折り曲げ棒１６とを回し角度調整を行い、駆動モータ２１を起動し、駆動モータ２１
の回転は第一傘歯車１０５と偏心輪１０２との回転を連動させ、偏心輪１０２の回転は歯
ブラシヘッド１００を振動させ、第一傘歯車１０５の回転は第二傘歯車１０４の回転を連
動させ、第二傘歯車１０４の回転は固定盤３９の回転を連動させ、歯磨きをする時に、歯
ブラシは自動的ブラシ毛の磨き方向を調整でき、ポンプ３１は装着口２６の中の消毒液と
洗浄液とを固定盤３９の中に入らせ、消毒処置と洗浄処置とを行う。 
【００１９】
本発明の有益な効果は：本発明はシンプルな構成と簡単な操作方法を有し、折り曲げ機構
により歯ブラシは歯磨きをする時に、歯ブラシの角度を調整でき、一般的な歯ブラシには
届かないところを磨け、また、歯ブラシは取り外し可能のため、保存と外出に便利であり
、さらに、伝動機構によりモータからの動力を歯ブラシの毛に伝達し、ブラシ毛揺動機構
により歯ブラシは歯磨きする時に、異なる磨き方向に適応され、より良い磨き効果を与え
、最後に、洗浄機構により歯ブラシは洗浄され、歯ブラシの衛生にも保証でき、普及に値
する。 
【００２０】
本分野の技術者が明確できるのは、本発明の総体精神や発想から離脱しない場合で、以上
の実施例に各種な変形ができ、それらの変形がすべて本発明の保護範囲にある。本発明の
保護方案は本発明の権利要求書を標準とすべきである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１】

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、柄を含み、前記柄の中には折り曲げ機構が設置され、前記折り曲げ機構は第一
折り曲げ棒と第二折り曲げ棒とを含み、前記第二折り曲げ棒には球面バックルが設置され
、前記第二折り曲げ棒と、前記第一折り曲げ棒と、前記柄との中には伝動機構が設置され
、前記伝動機構は駆動モータと歯ブラシヘッドとを含み、前記歯ブラシヘッドの中には伝
動チャンバが設置され、前記伝動チャンバにはブラシ毛を回転連動させる第一傘歯車と第
二傘歯車とが設置され、前記歯ブラシヘッドの中にはブラシ毛揺動機構が設置され、前記
ブラシ毛揺動機構は固定盤を含み、前記固定盤の中にはブラシ毛を回転連動させる伝動軸
引掛り溝とブラシ毛を揺動させる引掛り溝とが設置され、前記伝動機構の上側には洗浄機
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構が設置され、前記洗浄機構はポンプ伝動溝を含み、前記ポンプ伝動溝の頂壁の中にはポ
ンプが固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の上側端面には装着口が設置され、前記装
着口は洗浄液と消毒液との入れた筐体を取り付けられ、
前記折り曲げ機構は充電溝を含み、前記充電溝は前記柄の右側端面に設置され、前記柄の
上側端面には上方に開口した電池チャンバが設置され、前記電池チャンバの中には蓄電池
が固定的に装着され、前記柄の左側端面には締付溝が設置され、前記第一折り曲げ棒の右
側端面にはバックルが設置され、前記バックルと前記蓄電池とは引っ掛かることができ、
前記球面バックルは前記第二折り曲げ棒の左側端面に設置され、前記球面バックルと前記
第一折り曲げ棒とは回転可能に装着され、
前記伝動機構は前記締付溝の中に設置されたスプラインスリーブを含み、前記駆動モータ
は前記締付溝の右側内壁の中に固定的に装着され、前記スプラインスリーブと前記駆動モ
ータの左側出力軸の端面とが固定的に連結され、前記第一折り曲げ棒の右側端面には右方
に開口した第一伝動溝が設けられ、前記第一折り曲げ棒の左側端面には左方に開口した第
二伝動溝が設置され、前記第二伝動溝の右側内壁と前記第一伝動溝の左側内壁との間には
第一伝動軸が回転可能に装着され、前記第一伝動軸の右側にはスプラインが設置され、前
記スプラインスリーブと前記第一伝動軸とはスプラインによって装着され、前記第一伝動
軸の左側端面には第一自在継手が固定的に装着され、前記第二折り曲げ棒の右側端面には
右方に開口した第三伝動溝が設置され、前記歯ブラシヘッドは前記第二折り曲げ棒の左側
端面に固定的に装着され、前記伝動チャンバは前記歯ブラシヘッドの中に設置され、前記
伝動チャンバの左側には偏心輪チャンバが設置され、前記偏心輪チャンバの右側内壁と前
記第三伝動溝の左側内壁との間には第二伝動軸が回転可能に装着され、前記第二伝動軸の
右側端面には第二自在継手が固定的に装着され、前記第二自在継手と前記第一自在継手と
は回転可能に装着され、前記第二伝動軸には第一傘歯車が固定的に装着され、前記第二伝
動軸の左側端面には偏心輪が固定的に装着され、前記偏心輪チャンバの頂壁と前記歯ブラ
シヘッドの頂部端面との間にはブラシ毛伝動軸が回転可能に装着され、前記ブラシ毛伝動
軸の底部端面には第二傘歯車が固定的に装着され、前記第二傘歯車と前記第一傘歯車とは
噛み合っており、前記駆動モータの回転は前記第一傘歯車と前記偏心輪との回転を連動さ
せ、前記第一傘歯車の回転は前記第二傘歯車の回転を連動させ、前記第二傘歯車に回転さ
せ、動力をモータからブラシ毛に伝達することができ、
前記ブラシ毛揺動機構は前記固定盤の頂部端面に固定的に装着されたブラシ毛を含み、前
記伝動軸引掛り溝は前記固定盤の底部端面に設置され、前記引掛り溝は前記伝動軸引掛り
溝の左右内壁に左右対称に設置され、前記ブラシ毛伝動軸と前記伝動軸引掛り溝とがスラ
イドできるように取り付けられ、前記ブラシ毛伝動軸の左右端面には引っ掛かりピンスラ
イド溝が左右対称に設置され、前記引っ掛かりピンスライド溝の中には引っ掛かりピンが
スライド可能に装着され、前記引っ掛かりピンと前記引掛り溝とはスライド可能に装着さ
れ、前記引っ掛かりピンの片側内壁と前記引っ掛かりピンスライド溝の片側内壁との間に
は押しばねが固定的に装着され、前記ブラシ毛伝動軸を前記伝動軸引掛り溝の中に挿した
後、前記ブラシ毛伝動軸の回転によって前記固定盤と前記ブラシ毛とを回転連動させ、前
記ブラシ毛は回転すると同時に、自動的にブラシ毛の歯磨き向きを調整することができ、
前記洗浄機構は前記第二伝動軸に固定的に装着された伝動平歯車を含み、前記ポンプ伝動
溝は前記第二折り曲げ棒の中に設置され、前記ポンプは前記ポンプ伝動溝の頂壁に固定的
に装着され、前記ポンプの中の出力軸には出力歯車が固定的に装着され、前記出力歯車と
前記伝動平歯車とは噛み合っており、前記装着口は前記第二折り曲げ棒の頂部端面に固定
的に装着され、前記装着口と前記ポンプの入水口との間には入水パイプが連通するように
設置され、前記入水パイプの中には前記入水パイプと連通した弁体チャンバが設置され、
前記弁体チャンバの中には弁体がスライド可能に装着され、前記弁体の左側端面と前記弁
体チャンバの右側内壁との間には弁体ばねが固定的に装着され、前記歯ブラシヘッドの中
には前記ポンプの排水口と連通した排水口パイプが設置され、前記歯ブラシヘッドの頂部
端面には上方に開口した斜板溝が設置され、前記斜板溝の底壁と前記排水パイプの左端と
の間には均一に配置された排水孔が連通するように設置され、前記固定盤の中の上下端面
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には均一に配置された毛細孔が連通するように設置され、前記固定盤の底部端面には均一
に配置された洗浄斜板が固定的に設置され、それにより、消毒液と洗浄液との筐体を前記
装着口の中に取り付け、前記伝動平歯車は回転し前記パイプを連動させ、前記パイプによ
って消毒液と洗浄液とは前記排水パイプの中に吸い込まれ、前記排水パイプの中の消毒液
と洗浄液とは前記毛細孔の中に入り、歯ブラシヘッドに消毒処置と洗浄処置とを行うこと
ができ、
外出する時に、前記第一折り曲げ棒と前記柄とを取り外し別々に保存し、使用時に、前記
第一折り曲げ棒を前記締付溝に合わせて締め付け、前記第二折り曲げ棒と前記第一折り曲
げ棒とを回し角度調整を行い、前記駆動モータを起動し、前記駆動モータの回転は前記第
一傘歯車と前記偏心輪との回転を連動させ、前記偏心輪の回転は前記歯ブラシヘッドを振
動させ、前記第一傘歯車の回転は前記第二傘歯車の回転を連動させ、前記第二傘歯車の回
転は前記固定盤の回転を連動させ、歯磨きをする時に、前記歯ブラシは自動的ブラシ毛の
磨き方向を調整でき、前記ポンプは前記装着口の中の消毒液と洗浄液とを前記固定盤の中
に入らせ、消毒処置と洗浄処置とを行うことを特徴とする折り曲げ可能の電動歯ブラシ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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